
９月行事 新学期スタート

学校に子どもたちの元気な声と姿が戻ってきま

した。子どもたちは夏休み中に様々な経験を経て

心身ともに一回り大きくなったことと思います。

夏休み中も朝練をしていたスポーツクラブの子

どもたちは元気にあいさつしてくれました。

また、『瀬田南小学校前』のバス停の裏側には

瀬田南小学校の校門を見下ろすことができる位置

に小さな公園があります。ある日、私が退勤する

ため校門を閉めようと車から降りたところ、この

公園でブランコをしていた数名の子どもたちが、

元気な大声で『校長先生～～～！』と手を振り、

ブランコから降りて公園のフェンスまで駆け寄っ

てきてくれました。私は校門の前で両手で大きく

手を振り返しました。

子どもたちのいない学校で事務仕事をするため

だけに出勤する少し寂しげな一日が、朝のスポー

ツクラブの子どもたちのあいさつや、帰り際の公

園の子どもたちの可愛い呼びかけによって、ほの

ぼのと心温まる一日となりました。本当に瀬田南

小学校の子どもたちには無限の可能性が感じられ

ます。

さて、新型コロナウィルス感染症の第７波がま

さに猛威をふるった夏休みとなりました。保護者

の皆様には『学校メール配信によるフォーム回答

方式』等で大変お手数をおかけいたしました。あ

りがとうございました。

学校でも引き続き感染症対策及び熱中症対策を

徹底して参ります。その上で、様々な学校行事が

めじろおしの第２学期です。子どもたちにとって

夏休みの思い出に勝るとも劣らない思い出ができ

るよう、職員一同力を合わせて指導に当たらせて

いただきます。
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校訓「自我作古」 ： 自らの道を自らの力で切り拓き、新しい歴史を作り上げていこう！
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第１学期のおめでとう！
６月２９日（水）昼休み。ある６年生男子児童が校長室を訪れました。彼は大変礼儀正しく、そ

して、まっすぐに私の目を見つめて言いました。

「全校のみんなに知ってほしいことがあります。」

それから何日かかけて、全校のみんなにそのことを知ってもらう手段（HP や終業式での放送、学
校だよりなど）を相談しました。そして、手段は学校だよりに決めました。その他にも様々な事柄

を確認し合いました。残念ながら、「夏休み号」には間に合いませんでしたが、本９月号に掲載する

約束をしました。『全校のみんなに知ってほしいこと』の内容は以下の通りです。

瀬田南小学校スポーツ

少年団の野球部が「第４

６回近畿少年軟式野球大

会学童の部大津市予選大

会」において見事

優勝
したというのです。

左はその際の賞状で、右

はその優勝直後、部員の

みんなで撮った記念写真

の様子です。

野球部のみなさん本当におめでとうございます。日頃の努力が『優勝』という形で実を結んで本

当によかったですね。

さて、この野球部のように『優勝』という結果ではなくても、『全校のみんなに知ってほしいこと』

がございましたら、学級担任を通じてお知らせください。

全国学力・学習状況調査
今年度も全国学力・学習状況調査の結果が出ました。本校では『学ぶ力向上』担当を中心に年間

を通して取り組みを続けています。とりわけ、７月２６日付けで瀬田南小学校ホームページ『校長

室より』でもお知らせいたしましたように、今回の正確な結果の通知に先立って、自校採点による

結果の分析から本校児童の強み・弱みを考え、２学期からの指導に生かせるよう準備は整っていま

す。

尚、今年度の正確な分析結果については１０月の中旬をめどに瀬田南小学校ホームページに掲載

する予定です。

また、当然のことながら、夏期休業中に行われた校長会でも教育委員会からこのことについて報

告がありました。その中で『毎日１・２時間読書をする子、毎日新聞を読む子は正答率が高い。』と

いうものがありましたことを記載しておきます。（※「新聞については」昨今、とっておられないご

家庭も多いことと存じます。失礼がございましたらお許しください。ただ、やはり、読書は大切な

のですね。）

学校の情報化推進について
これまで、４年生以上の全ての児童に配備されておりましたタブレット（iPad）ですが、この夏

期休業中にようやく大津市の全ての１～３年生にも配備されました。もちろん、学校の情報化推進

に関わる先進校である本校もその例外ではありません。

いよいよ１～３年生においてもこのタブレット端末を使った学習活動が始まります。これまでも、

教師がタブレット端末を使い、教室の大きなテレビ画面に教材を提示するなどといった利用は行っ

て参りましたが、１～３年生の児童が自らタブレット端末を操作することは行ってきておりません。

情報モラルを大切にしながら、新しい時代の学習形態を模索していきたいと思います。気になる点

等ございましたら、すぐにご意見をお寄せください。


